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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】令和2年8月27日(2020.8.27)

【公開番号】特開2017-188076(P2017-188076A)
【公開日】平成29年10月12日(2017.10.12)
【年通号数】公開・登録公報2017-039
【出願番号】特願2017-10751(P2017-10751)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｆ   1/32     (2019.01)
   Ｈ０４Ｎ   1/00     (2006.01)
   Ｇ０６Ｆ   3/12     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ  29/38     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ  21/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ    1/32     　　　Ｚ
   Ｈ０４Ｎ    1/00     　　　Ｃ
   Ｇ０６Ｆ    3/12     ３２１　
   Ｇ０６Ｆ    3/12     ３３６　
   Ｂ４１Ｊ   29/38     　　　Ｚ
   Ｂ４１Ｊ   29/38     　　　Ｄ
   Ｇ０３Ｇ   21/00     ３９８　

【手続補正書】
【提出日】令和2年7月17日(2020.7.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　クライアントアプリケーションを備える情報処理装置であって、
　前記クライアントアプリケーションがサーバアプリケーションと通信するための通信コ
ネクションを確立する通信制御手段と、
　前記サーバアプリケーションが前記情報処理装置に備えられたものであるか否かを判定
する判定手段と、
　を備え、
　前記通信制御手段は、前記判定手段の判定結果に応じて、前記通信制御手段が確立した
前記通信コネクションの維持に関して異なる制御を行うことを特徴とする情報処理装置。
【請求項２】
　前記通信制御手段は、前記サーバアプリケーションが前記情報処理装置に備えられたも
のであると前記判定手段が判定したことに応じて、前記通信制御手段が確立した前記通信
コネクションを前記サーバアプリケーションに解放させるための情報を前記サーバアプリ
ケーションに通知する制御を行うことを特徴とする請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項３】
　前記通信制御手段は、前記サーバアプリケーションが前記情報処理装置に備えられたも
のでないと前記判定手段が判定したことに応じて、前記通信制御手段が確立した前記通信
コネクションを前記サーバアプリケーションに維持させるための情報を前記サーバアプリ
ケーションに通知する制御を行うことを特徴とする請求項１又は２に記載の情報処理装置
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。
【請求項４】
　クライアントアプリケーションを備える情報処理装置であって、
　前記クライアントアプリケーションがサーバアプリケーションと通信するための通信コ
ネクションを確立する通信制御手段と、
　前記サーバアプリケーションが前記情報処理装置に備えられたものであるか否かを判定
する判定手段と、
　前記判定手段の判定結果に応じて、前記通信制御手段が確立した前記通信コネクション
を前記サーバアプリケーションに維持させるための情報、又は、前記通信制御手段が確立
した前記通信コネクションを前記サーバアプリケーションに解放させるための情報を、前
記サーバアプリケーションに通知する通知手段と、
　を有することを特徴とする情報処理装置。
【請求項５】
　前記通知手段は、前記サーバアプリケーションが前記情報処理装置に備えられたもので
ないと前記判定手段が判定したことに応じて、前記通信制御手段が確立した前記通信コネ
クションを前記サーバアプリケーションに維持させるための情報を前記サーバアプリケー
ションに通知することを特徴とする請求項４に記載の情報処理装置。
【請求項６】
　前記通知手段は、前記サーバアプリケーションが前記情報処理装置に備えられたもので
あると前記判定手段が判定したことに応じて、前記通信制御手段が確立した前記通信コネ
クションを前記サーバアプリケーションに解放させるための情報を前記サーバアプリケー
ションに通知することを特徴とする請求項４又は５に記載の情報処理装置。
【請求項７】
　前記情報処理装置の設定情報を管理する管理手段を有し、
　前記通信制御手段は、前記管理手段が管理する前記設定情報の更新内容を示す第１の更
新情報を前記サーバアプリケーションに通知する通知処理、又は、前記サーバアプリケー
ションが管理する設定情報の更新内容を示す第２の更新情報を前記サーバアプリケーショ
ンから取得する取得処理の少なくとも何れかの処理を実行するために、前記通信コネクシ
ョンを確立することを特徴とする請求項４から６の何れか１項に記載の情報処理装置。
【請求項８】
　前記通知手段は、前記通信コネクションを前記サーバアプリケーションに維持させるた
めの情報を、前記２の更新情報の取得要求、または、前記第１の更新情報と共に前記サー
バアプリケーションに通知することを特徴とする請求項７に記載の情報処理装置。
【請求項９】
　前記通知手段は、前記通信コネクションを前記サーバアプリケーションに解放させるた
めの情報を、前記２の更新情報の取得要求、または、前記第１の更新情報と共に前記サー
バアプリケーションに通知することを特徴とする請求項７に記載の情報処理装置。
【請求項１０】
　クライアントアプリケーションを備える情報処理装置の制御方法であって、
　前記クライアントアプリケーションがサーバアプリケーションと通信するための通信コ
ネクションを確立する通信制御ステップと、
　前記サーバアプリケーションが前記情報処理装置に備えられたものであるか否かを判定
する判定ステップと、
　前記判定ステップにおける判定の結果に応じて、前記通信制御ステップで確立された前
記通信コネクションの維持に関して異なる制御を行う制御ステップと、
　を有することを特徴とする情報処理装置の制御方法。
【請求項１１】
　クライアントアプリケーションを備える情報処理装置の制御方法であって、
　前記クライアントアプリケーションがサーバアプリケーションと通信するための通信コ
ネクションを確立する通信制御ステップと、
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　前記サーバアプリケーションが前記情報処理装置に備えられたものであるか否かを判定
する判定ステップと、
　前記判定ステップにおける判定の結果に応じて、前記通信制御ステップにおいて確立し
た前記通信コネクションを前記サーバアプリケーションに維持させるための情報、又は、
前記通信制御ステップにおいて確立した前記通信コネクションを前記サーバアプリケーシ
ョンに解放させるための情報を、前記サーバアプリケーションに通知する通知ステップと
　を有することを特徴とする情報処理装置の制御方法。
【請求項１２】
　クライアントアプリケーションを備える情報処理装置としてのコンピュータに、
　前記クライアントアプリケーションがサーバアプリケーションと通信するための通信コ
ネクションを確立する通信制御手順と、
　前記サーバアプリケーションが前記情報処理装置に備えられたものであるか否かを判定
する判定手順と、
　前記判定手順における判定の結果に応じて、前記通信制御手順で確立された前記通信コ
ネクションの維持に関して異なる制御を行う制御手順と、
　を実行させるためのプログラム。
【請求項１３】
　クライアントアプリケーションを備える情報処理装置としてのコンピュータに、
　前記クライアントアプリケーションがサーバアプリケーションと通信するための通信コ
ネクションを確立する通信制御手順と、
　前記サーバアプリケーションが前記情報処理装置に備えられたものであるか否かを判定
する判定手順と、
　前記判定手順における判定の結果に応じて、前記通信制御手順において確立した前記通
信コネクションを前記サーバアプリケーションに維持させるための情報、又は、前記通信
制御手順において確立した前記通信コネクションを前記サーバアプリケーションに解放さ
せるための情報を、前記サーバアプリケーションに通知する通知手順と、
　を実行させるためのプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　本発明は、クライアントアプリケーションを備える情報処理装置であって、前記クライ
アントアプリケーションがサーバアプリケーションと通信するための通信コネクションを
確立する通信制御手段と、前記サーバアプリケーションが前記情報処理装置に備えられた
ものであるか否かを判定する判定手段と、を備え、前記通信制御手段は、前記判定手段の
判定結果に応じて、前記通信制御手段が確立した前記通信コネクションの維持に関して異
なる制御を行うことを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　あるいは本発明は、クライアントアプリケーションを備える情報処理装置であって、前
記クライアントアプリケーションがサーバアプリケーションと通信するための通信コネク
ションを確立する通信制御手段と、前記サーバアプリケーションが前記情報処理装置に備
えられたものであるか否かを判定する判定手段と、前記判定手段の判定結果に応じて、前
記通信制御手段が確立した前記通信コネクションを前記サーバアプリケーションに維持さ
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せるための情報、又は、前記通信制御手段が確立した前記通信コネクションを前記サーバ
アプリケーションに解放させるための情報を、前記サーバアプリケーションに通知する通
知手段と、を有することを特徴とする。
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